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20２１（令和３）年度 事業報告書 

 

 ２０１４年４月の設立から丸７年半が過ぎました。 

 ママコミュ！ドットコムは、子育て当事者の視点から「誰一人取り残さない」豊かな社会づくりをめざし、一

人ひとりが自分らしい生き方、働き方を実現するための地域に根差した非営利活動に徹してきました。 

この間、行政や公共団体、企業、団体等との協働の機会が増え、俯瞰的な視点から改めて団体の活動を

振り返る機会があり、協働を通じて新たな発見や共感、多様で深い学びの機会に恵まれました。 

 今年度は障がいのある子や若者の災害リスクに対応した防災教育に始めて取り組み、「誰一人取り残さ

ない」防災の実践に努めました。 

わが国を含め世界がいまだ新型ウイルス感染症の拡大という「災害」のただ中にあり、当団体が注力して

きた「防災」の領域に対する社会の関心が大いに高まりました。活動に取り組む姿がメディアで数多く取り

上げられ、これまで以上に共感、賛同から協働へつながる道筋がはっきり見えた一年でした。 

 今年度も当団体の強みである子育て層のニーズに即したタイムリーかつ独自性の高い事業を軸に、積極

的な情報発信や社会の多様な担い手との関係性強化と信頼関係の確立、組織基盤の安定など広範な事

業、活動に取り組みました。ここにその内容をまとめました。 

 

202２（令和４）年３月 

 

 

ママコミュ！ドットコム 団体概要 

団体名  ママコミュ！ドットコム 

代表者  出水 眞由美 

設立   2013（平成 25）年 4月 1 日 

種別 非営利活動を行う任意団体(人格なき社団) 

目的   子育てはわが子を育てることだけにとどまらず、広く社会とつながるきっかけと位置づけ、子育て 

 や子どもの成長に携わる人々が自らの経験やスキルを活かし、社会の全ての人が豊かさを実感

 できる未来のまちづくりに取り組む。 

 活動を通して「子育ての経験がプラスのキャリアとして認められる社会の実現」と「自分らしい生き

 方、働き方の実現」をめざす。 

事業 ①豊かな子育て環境実現のための多様なツールを活用した情報発信と情報共有のつながり作り 

 ②子育て当事者の視点とネットワーク力を生かした独自性の高い事業の実施 

 ③コレクティブ・インパクトを実現する地域内企業・団体との連携・協働 

 ④防災啓発、災害時の人のつながりづくり 

 ⑤団体のプレゼンス向上に資する活動（メディア出演等） 

認定・受賞   

 ①大阪府子育て世帯応援事務局 まいど子でもカード事業協賛団体（2014 年 12月） 

 ②大阪市天王寺区役所 地域課題解決担い手発掘事業（2015年 8 月） 

 ③大阪市市民活動推進事業団体（2016年 3 月） 

 ④天王寺区役所サポーター「テンサポ」（2017 年 3月） 

 ⑤近畿労働金庫「近畿ろうきん NPO アワード はぐくみ賞」（2019 年 6 月） 

 ⑥クリエイティブアウォード関西 2019-2020 ファイナリスト、第 3 位（2019年 12 月） 

 ⑦CSO アワード 2019 深堀り部門「ホープ」賞、「大阪ロータリークラブ賞」（2019年 12 月） 

 ⑧大阪商工信用金庫 地域貢献感謝状（2020 年 4 月） 

 ⑨博報堂教育財団 「博報賞」奨励賞（２０２０年１０月） 



 

ママコミュ！ドットコム事業報告書 2020 

 １ 豊かな子育て環境実現のための多様なツールを活用した情報発信と情報共有のつながり作り 

子育て家庭のニーズに合った情報や主催事業・イベント情報を公式ホームページや SNS を活用し、発信

しました。Facebook からの情報伝達が依然として中心ですが、最近はインスタグラム及び LINEでの情

報発信は反応が良く、集客にも効果的であると認識しています。 

 ・ホームページ http://mamacomu.com/   

1 日あたり平均アクセス数 120 

 ・フェイスブック https://www.facebook.com/mamacomu  

いいね６３４（前年度＋９１）、フォロワー７２９（前年度＋147） 

 ・インスタグラム https://www.instagram.com/mamacomu  

フォロワー２２０（前年度＋９０） 

 ・ツイッター https://twitter.com/mamacomu  

フォロー４９（前年度＋１４） 

 ・LINE 公式アカウント https://lin.ee/oiZW1QH  

登録者 2７２（前年度＋４６） 

 

２ 子育て当事者の視点とネットワーク力を生かした独自性の高い自主事業の実施 

団体が有するノウハウや人との繋がりをベースに独自性にこだわった事業を実施しました。試験的ではあり

ましが、年間を通して自宅等での稲作体験を通じたコミュニティ活動や地球環境、自然学習、農業などの

幅広いテーマに展開する事業はメンバーから高い評価を受けました。次年度も継続して実施予定。 

（１）「やってみよう都会の米作り ～バケツ稲作クラブ～」 5/22(土)、7/17(土)、10/2(土)、１２/26(日)、 

２０２２．3/26(土)  

リーチ：５２名 

 

３ コレクティブ・インパクトを実現する地域内企業・団体との連携事業 

活動を通して培ったノウハウや子育て世代のニーズをマッチさせ、行政や企業、団体とコミュニティとの接点

となる事業を提案し、出張講座等の講師を務めました。テレビ局の番組制作は一年間をかけて関係者との

情報共有と信頼関係構築に取り組みました。また、市内各区での出張講師依頼が増え、対象に応じた教材

や手法の開発に注力しました。 

(１) 「大阪を変える 101 人会議」 第五期世話人 4/21(水)、5/19(水)、6/23(水)、7/30(金)、

8/26(金)、9/7(火)、12(日)、10/8(金)、22(金)、２０２２．1/21(金)、3/8(火) 

(２) 愛犬クラブ主催 「ペット防災」（clubhouse） 出演 5/10(月) 

(３) 大阪市中央区社会福祉協議会主催 「子育て家庭のためのおうち防災」 

＊緊急事態宣言中のため延期 

（４） NHK 大阪放送局主催 「オンラインであつまれ！ ＮＨＫおうち防災 子どもと一緒に備えよう」、 

「ぐるっと関西おひるまえ」 番組制作協力 6/19(土)、7/8(木) ＊前年度より事前勉強会 

(5) (公財)太平洋人材交流センター（PREX）、大阪市立男女共同参画センター中央館（クレオ大阪中央） 

主催 「上本町 SDGs大学 やさしい日本語の多文化防災フェス」 講師 6/27(日)   

(6) 西尾レントオール(株)主催 「うめきたパンマルシェ防災／救急作戦 一人でやらない防災」 登壇 

9/12(日)  

(7) 大阪市中央区高津地域「たかつ会」主催 「第 1 回防災学習会」 講師 10/25(月)  

(8) 港区役所、港区まちづくりセンター主催 「2021 港区防災マルシェ」 講師 12/4(土)  

(9) 大阪市社会福祉協議会主催 「防災講座」（Youtube） 講師 12/17(金)  

(10) 天王寺区役所主催 「学ボーサイ ～こどもぼうさいレストラン～」 講師 ２０２２．1/15(土)  

(11) パークファン  大阪市みんなで公園活用事業 「クラフト防災パーク」 出展 1/15(土)  
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(12) （一財）大阪市男女いきいき財団主催 「おやこ防災＠きらぽかひろば」 講師 1/29(土) 

(13) UR 都市機構、西尾レントオール(株)主催 「うめきた防災のチカラ」 出展、出演（Youtube）  

２０２２．3/12(土)、１３(日) 

(14) （一財）大阪市男女いきいき財団主催 「大阪市中央区金甌地域 防災講座」 講師 3/22(火) 

(15) （一財）大阪市男女いきいき財団主催 「大阪市鶴見区 防災講座」 講師 3/26(土) 

(16) （株）ジェイコムウエスト主催 大阪市北区マンションコミュニティ普及啓発事業「親子で食べて学ぼ

う！～食×マンション防災 オンラインセミナー」 講師 3/31(木) 

リーチ：３,２71 名 

 

４ 防災啓発、災害時に役立つ人と地域のつながり作り 

子育て家庭の災害リスクにフォーカスした防災講座に加え、災害時の食環境や次代の防災を担う子どもに

フォーカスしたオリジナルの防災講座を実施しました。2016 年開始の「U15 のための防災カレッジ」は大

阪市市民活動推進事業に 3 期連続で採択されました。また、大阪府福祉基金の支援を受け、聴覚障がい

のある子どもを対象とした防災教育について実践及び調査研究にも取り組みました。 

(1) U15のための防災カレッジ 

① U15 のための防災カレッジプレ企画 zoom入門講座 5/29(土) 

② 「ベーシック」 6/27(日)、7/11(日)、8/8(日)  

③ 「アドバンス」 7/11(日)、8/8(日)、8/20(金)、10/30(土)  

④ 「プロフェッショナル」 8/2(月)、8/15(日)、3/29(火)  

⑤ 「ユニバーサルキッチン」 6/13(日)、8/29(日)、1/16(日)  

⑥  「防災専門家会議」 4/28(水)、7/14(水)、9/14(水)、11/4(水)  

（２） 「グローバルユース防災サミット」 （大阪市姉妹都市交流推進補助金事業）10/30(土)  

大阪市の姉妹都市ドイツ・ハンブルク市の青少年との交流を通じた防災意識の強化と「防災姉妹都 

市」の関係構築。 

① 「グローバルユース防災サミット」実行委員会活動 4/1(木)、4/10(土)、4/22(土)、5/2(日)、

5/22(土)、5/29(土)、6/6(日)、6/20(日)、7/3(土)、7/18(日)、7/24(土)、7/31(土)、

8/14(土)、8/29(日)、9/4(土)、9/19(日)、9/26(日)、10/16(土)、10/23(土)、10/24(日)、

10/26(火)、11/6(土)、12/22(水)、２０２２．1/6(木)、1/23(日)、2/12(土)、3/6(日)、3/25(金) 

② 「グローバルユース防災サミット」スタディツアー 4/9(金)、6/20(日)、6/30(土)、7/4(日)、

7/24(土)、8/2(月)、8/15(日)、9/4(土) 

③ 「次世代 BOSAI フォーラム」 ２０２２．2/27(土)  

「グローバルユース防災サミット」の事業成果発表及び大阪で防災に取り組むユースたちの活動報告。 

（３） 「聴覚障がいのある子の命を守る防災」（大阪府福祉基金助成事業） 11/15(月) 

(４) 「こどもぼうさいレストラン」（子どもゆめ基金助成事業） 11/27(土)、12/18(土)、1/15(土) 

（５） 「おやこ防災サロン ～BOSAI 知育体験会～」（大阪市ボランティア活動振興校基金助成事業）  

7/23(月)、8/28(土)、1/16(日)、1/29(土) 

（６） 「うめきた防災カレッジ」 1/16(日) 100 人の参加者と炊き出し訓練 

リーチ：１,０９２名 

 

５ 団体のプレゼンス向上に資する活動（メディア出演等） 

団体の活動発表やコンペティション出場、テレビや新聞等の取材対応など、自団体のプレゼンス向上に取り

組みました。特に関西テレビの密着取材により制作された番組では府内の学校や団体における活動事例を

幅広く取り上げていただきました。 

（１） 2025 年日本万国博覧会協会主催 「TEAM EXPO 2025 プログラム 共創チャレンジキックオフ 
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ミーティング ＝未来への宣言＝」 6/26(土) 登壇  

（２） アメリカン・エキスプレス・リーダーズ・アカデミー ファシリテイティング・アシスタント就任  

8/23(月)、２５(水)、10/2(土)、８(金)、２０(水)、２７(水)、11/10(水)、１６(火)、12/1(水)、７(火)、 

22(水)、２７(月)、２０２２．1/12(水)、2/19(土) 

（３） 「U15 のための防災カレッジ」大阪日日新聞取材、掲載 8/28(土) 

（４） 関西テレビ「報道ランナー防災スペシャル ～ぼうさいかぞく～」 密着取材開始 10/14(木)、出演、

Youtube ２０２２．1/10（月・祝） 

https://www.youtube.com/watch?v=_Sl6Bxiavms&t=165s 

（５） 大阪市市民活動推進助成事業中間報告会「U15 のための防災カレッジ」 10/28(木)  

（６） 「大阪を変える 100 人」会議主催 第 10 回オープンフォーラム 登壇 11/3(祝)   

（７） オンライン市役所「子育て支援と防災」 出演 11/8(月) 

（８） （公財）博報堂教育財団「創発ディスカッション」 参加 11/13(土) 

（９） ABEMA テレビ「ABEMA ヒルズ #アベヒル 若年層の防災意識」 出演・Youtube 1/14(金) 

https://www.youtube.com/watch?v=3qwO6G2xjx0 

(10) 立命館大学森道哉ゼミ集中講義「TEAM EXPO 2025 プログラム紹介」 登壇 2/2(水) 

(１１) よんなな防災会 登壇 1/30(日) 

リーチ：7,515名 

 

  



 

ママコミュ！ドットコム事業報告書 2020 

６ 決算報告書（202１年 4 月 1 日～202２年 3月 31 日） 

 

●収入 

費 目 金 額 備 考 

民間助成金 1,702,125 公的機関、団体からの助成金 

公的補助金 1,200,000 行政、政府からの補助金 

協賛金 733,598 企業、団体からの協賛金 

寄付金 22,500 個人からの寄付金 

参加料 226,825 事業参加者からの参加料 

委託事業収入 453,934  

その他収入 9,018  

前期繰越金 520,406  

合 計 4,868,406  

  

●支出 

 

日本財団が運営する CANPAN プロジェクトにおいて団体情報を開示しています。 

https://fields.canpan.info/organization/detail/1423815867 

 

費 目 金 額 備 考 

事業費 4,269,360  

 旅費交通費  104,490 出張旅費 

 通信運搬費  181,155 広報物送料 

 印刷製本費  802,353 広報物制作費 

 消耗品費  446,284 事務用品、事業用備品購入費 

 会議費  29,627 打合せ経費 

 賃借料  500,203 会場借り上げ代 

 諸謝金  1,371,026 講師謝礼金 

 支払手数料  2,200 証明書発行手数料 

 委託費  689,856 Web サーバ等保守等 

 租税公課  29,000 印紙代 

 新聞図書購入費  10,294 参考図書購入 

 広告料  72,872 プレスリリース、SNS 広告 

 雑費  ３０,000  

人件費 500,260 スタッフ賃金 

次期繰越金 98,786  

合 計 4,868,40６  

https://fields.canpan.info/organization/detail/1423815867

